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13. 博物館資料をもとにした創作の可能性        

―〈縄文土器×音楽〉を通じた「協働的な学び」に向けて― 

中村耕作（国立歴史民俗博物館）・早川冨美子（國學院大學栃木短期大学）

概要 〈縄文土器を観察し、自然素材を用いて音楽づくりを行う〉というワークショップ

の実践と課題を報告し、博物館資料をもとにした創作の可能性について論じる。

１．〈縄文土器×音楽〉ワークショップの提言（中村・早川 2021・2022 ほか） 

（１）目的 

①社会的（歴史的）・音楽的なものの見方・考え方を養う

（比較、因果関係、異文化理解、音楽の構造、創造性など）

②協働的・主体的な学びの力、新たな価値を創造する力を養う

 ＊実施機関・枠組みによって重点の置き方は変わる（後述） 

（２）会場・時間 

・博物館展示室＋研修室、学校（やや大きめの教室）、遺跡、公民館など 20～30人程度

・概ね前半・後半各 50分を基本とし、可能であれば１時間増やし目的に応じて配分

（３）用意するもの 

・縄文土器（＋３Ｄデータ・展開写真）：器形・施文手法・文様構成のわかりやすいものが

よい。できれば１班に１個。地元博物館等で借用（比較のため弥生土器も可）

・縄文を理解するための資料：住居模型、縄文カレンダー、石器など

・音素材としての自然素材：イノシシ骨・シカ角、トチ・クリ・クルミ・ダイズ・エゴマ、

ヒョウタン・ヨシ、各種貝殻・石・枝など（弥生土器の場合はイネ・アワなども）

・施文体験用素材：粘土（米粘土を使用）、縄文原体、竹管状工具など

・音楽づくりを意識させるための資料：「反復」「強弱」「呼びかけとこたえ」のカードなど

（４）進行 

導入 大形等尺年表、縄文風衣装などで縄文への関心を高める。 

前半 

・縄文を学ぶ：土器の出現、縄文時代の食べ物、自然素材の紹介（可能であれば遺跡内や

博物館展示室で行う。地元博物館等と連携する場合は学芸員が担当）。

・土器の観察：現代鍋と比較、器形・文様などの特徴を観察。施文体験を入れてもよい。

後半 

・音探し：土器の特徴的部位に合わせた素材を選んで音を出す。

・音楽づくり：土器を根拠として音をつなげて短い音楽をつくる。

＊根拠は土器の形・文様、文様構成、土器から連想する縄文の暮らしなど多様。

・発表：作品のコンセプトを紹介し、演奏。他班の解釈や演奏方法、講師の講評を共有。

・再度音楽づくり・発表：時間があれば１回目を踏まえて再度実施。

振り返り 

・参加者アンケート：可能であればその場で感想等を共有するのが望ましい

・意見交換：連携先担当者・資料提供機関担当者等との意見交換

・分析：土器観察・創作過程・作品の特徴の解析、目的に対する達成度を評価
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２．議論 

①なぜ音楽なのか？ －博物館での創作の意義－

・〈考古遺跡×アート・趣味〉の世界での「音楽」の低調性・イメージ先行性 

  「縄文まつり」での音楽系メニューの根拠の薄さ（土笛・太鼓・踊り） 

・学習指導要領における博物館と音楽科の関係の低さ（中村 2015）

・博学連携における社会科偏重（歴博 Webページなど参照）

・博物館教育論テキストにおける「資料理解」の重視

関連する先行事例 

・群馬県埋蔵文化財調査事業団「おもしろ考古学教室」（2003）※複数の教科で実施

・民博「異文化理解プログラム」（楽器―音楽科；居城 2005、仮面―図工；佐藤他 2005）

・弥生博「いにしえ絵手紙」（2017）、橿考研博「考古学写真甲子園」（2017～）

・九大博：考古・鉱物・骨格→「ものがたり」づくり（九大 2015）

・井戸尻考古館の「くく舞」：土器・土偶のポーズを取り入れた舞（YouTube動画）

・海響館（井上他 2021）：金子みすゞの街歩き→詩づくり

⇒美術館以外での創作・表現の目的・評価を明示した議論の低調性

⇒美術・文学作品と異なる、音楽の抽象度の高さ（より自由度が高い？）

②なぜ縄文土器なのか？

・文様の構造性と音楽の構造性との相性の良さ、博物館・地域の推し、異文化性、（自由度） 

＊音楽教育の専門家からは、縄文土器を用いる必然性が弱いとの指摘 

③目指すものは何か？

・博物館の使命：「新しい価値の（を）創造」（日博協 2003）

例「歴史・文化の視点に立った新たな価値観や未来像」（山梨県博）

 「よりよい未来に向かって市民とともに新しい価値を創造します」（十日町市博） 

・学習指導要領：「教科等横断的な視点」による「現代的な諸課題に対して求められる資質・

能力（具体例として「新たな価値を生み出す豊かな創造性」）／音楽的・社会的なものの

見方・考え方 

・中教審 R3答申「協働的な学び」、OECDラーニングコンパス（学びの羅針盤）2030：「共同

エージェンシー」、「新たな価値を創造する力」

⇒学校と違う場・メンバー、実物資料という博物館ならではの新たな価値、協働性

④つくるものは何か？ 土器文様構造の音への置き換え⇔イメージにもとづく創造・独創

・土器文様の構造を音楽の構造（反復・強弱・呼びかけとこたえなど）に置き換え

＊土器の模倣に過ぎず創造性が養えない、両者の構造の類似は仮説にすぎないとの批判

・土器を起点とした縄文の生活イメージを音で表現

※イメージ先行の場合、「縄文をイメージした太鼓・笛・踊り」との違いはあるか？

 歴史系博物館における科学性（根拠・再現性） 

Cf. 土器片形クッキードッキー（土器づくりの模倣：下島 2015）から自分ドッキー（自分

史をドッキーで表現：古谷 2019：211）への変化 

引用参考文献、実践報告・動画は右記参照。https://researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music/ 

本発表は科研費（20K20851）の成果の一部である


